【２　職員配置（幼稚園型・保育所型・地方裁量型共通）】
	基　　準
	申請施設における必要配置数
	適否

	必要配置数　
＝(0歳児*1/3)+{(1歳児+2歳児)*1/6}

+(３歳児×1/20)
+{(４歳及び５歳児)*1/30}

※　年齢別に、子どもの数を配置基準で除して小数点以第１位まで求め（小数点第２位以下切捨て）、各々を合計した後に小数点以下を四捨五入。
国基準附則

（認定こども園の職員資格に関する特例）

３　園児の登園又は降園の時間帯その他の園児が少数である時間帯において、第二の一本文により認定こども園に置かなければならない職員の数が一人となる場合には、当分の間、第三の一、二及び四の規定にかかわらず、第二の一により認定こども園に置くものとされる職員のうち一人は、都道府県知事が幼稚園の教員免許状又は保育士の資格を有する者と同等の知識及び経験を有すると認める者にすることができる。

４　第三の一及び四（ただし書の規定を適用する場合を除く。）により置かなければならない保育士の資格を有する者については、当分の間、幼稚園の教員免許状又は小学校教諭若しくは養護教諭の普通免許状（教育職員免許法（昭和二十四年法律第百四十七号）第四条第二項に規定する普通免許状をいう。次項及び附則第七項において同じ。）を有する者（現に当該施設において主幹養護教諭及び養護教諭として従事している者を除く。次項及び附則第七項において同じ。）をもって代えることができる。

５　第三の二により置かなければならない幼稚園の教員免許状又は保育士の資格を有する者については、当分の間、小学校教諭又は養護教諭の普通免許状を有する者をもって代えることができる。この場合において、当該者は補助者として従事する場合を除き、教育課程に基づく教育に従事してはならない。

６　一日につき八時間を超えて開所する認定こども園において、開所時間を通じて必要となる職員の総数が、利用定員に応じて置かなければならない職員の数を超える場合における第三の一、二及び四により置かなければならない幼稚園の教員免許状又は保育士の資格を有する者については、当分の間、開所時間を通じて必要となる職員の総数から、利用定員に応じて置かなければならない職員の数を差し引いて得た数の範囲で、都道府県知事が幼稚園の教員免許状又は保育士の資格を有する者と同等の知識及び経験を有すると認める者をもって代えることができる。この場合において、当該者は補助者として従事する場合を除き、教育課程に基づく教育に従事してはならない。
７　次の表の上欄に掲げる規定により同表の中欄に掲げる者について同表の下欄に掲げる者をもって代える場合においては、同表の下欄に掲げる者の総数は、第二の一により認定こども園に置くものとされる職員の数の三分の一を超えてはならない。（表省略）
	★職員（教育及び保育に従事する者に限る。）必要配置数

【基準】

０歳児担当職員数　　　  　0歳児利用定員　  　  人×1/３＝　.　･･･①
１・２歳児保育担当職員数　1･2歳児利用定員      人×1/６＝　.　･･･②
３歳児担当職員数　　　　　3歳児利用定員　  　  人×1/20＝　.　･･･③    （小数点第２位以下切捨）
４・５歳児担当職員　　　　4・5歳児利用定員 　  人×1/30＝　.　･･･④
①～④の合計　   .  人（小数有）⇒　四捨五入 　  人（整数）･･･Ａ
　Ａと２人を比較していずれか大きい方の数　　　人･･･Ｂ
【申請】（様式第２号より移記）

常勤職員
　　０歳児担当職員 　　 　 .　人･･･⑤

　　１・２歳児担当職員　　 .　人･･･⑥

　　３歳児学級担任職員  　　 .　人･･･⑦

　　３歳児担当職員（学級担任を除く）　　 .　人･･･⑧

　　４歳児学級担任職員　　 .　人･･･⑨

５歳児学級担任職員　　 .　人･･･⑩

　　４・５歳児担当職員(学級担任を除く)　 .　人･･･⑪
　⑤～⑪の合計　　　人（整数）･･･Ｃ

常時勤務に服しない職員

⑫～⑳については、就業規則等で常勤職員の１か月当たりの勤務時間数を定めていない場合は、１週間当たりの勤務時間数を記入すること。

０歳児担当職員　　 １か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑫

１・２歳児担当職員 １か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑬

３歳児学級担任職員 １か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑭

３歳担当職員（学級担任を除く。）１か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑮

４歳児学級担任職員 １か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑯

５歳児学級担任職員 １か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑰

　　４・５歳児担当職員（学級担任を除く）１か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　　h･･･⑱　

⑫～⑱の合計 　　　ｈ･･･⑲

就業規則等で定めた常勤職員の1か月（1週間）あたりの総勤務時間数　　　ｈ･･･⑳
⑲÷⑳＝　 .　人（小数点以下の端数処理を行わない）･･･Ｄ
国基準附則第４項を適用する者
　　０歳児担当職員 　　 　 .　人･･･21
　　１・２歳児担当職員　　 .　人･･･22
　　３歳児担当職員（学級担任を除く）　　 .　人･･･23
　　４・５歳児担当職員(学級担任を除く)　 .　人･･･24 　21～24の合計　　　人（整数）･･･Ｅ
国基準附則第５項を適用する者
　　３歳児担当職員（学級担任を除く）　　 .　人･･･25
　　４・５歳児担当職員(学級担任を除く)　 .　人･･･26 　25～26の合計　　　人（整数）･･･Ｆ

　Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＝　　　　人･･･Ｇ
【審査１】全体配置数の確認
　Ｂ≦Ｇであれば、基準を満たしている。

　Ｂ　　人　≦　Ｇ　　人
【審査２】職員資格に関する特例を適用しない場合の利用時間帯別の職員配置基準の確認

　　申請書の様式第２号の「７　時間帯別の子どもの数及び教育及び保育に直接従事する職員数」において、全ての時間帯で職員数が職員配置基準以上となっているか。

　

　　是　　・　　　非　　　・　　該当なし
【審査３】職員資格に関する特例を適用する場合の利用時間帯別の職員配置基準の確認

　　申請書の様式第２号の「15　時間帯別の子どもの数及び子どもの教育及び保育に直接従事する職員数（認定こども園の職員資格等に関する特例を適用する場合）」の全ての時間帯において、職員数(人)欄の計欄の数が、計欄の小数点以下第１位を四捨五入（２を下回る場合は２）欄の数以上となっているか。
　　　是　　・　　　非　　・　　　該当なし

【審査４】国基準附則第３項を適用する場合の要件の確認

　　申請書の様式第２号の「15　時間帯別の子どもの数及び子どもの教育及び保育に直接従事する職員数（認定こども園の職員資格等に関する特例を適用する場合）」の国基準附則第３項を適用する時間帯（対応職員氏名(番号)欄の表９欄に職員氏名等の記入のある時間帯）において、職員数(人)欄の表１・表３欄の数が１以上、表９欄の数が１となっているか。
　　　是　　・　　　非　　・　　　該当なし

【審査５】国基準附則第４項、附則第５項又は附則第６項を適用する場合の要件の確認

　　申請書の様式第２号の「15　時間帯別の子どもの数及び子どもの教育及び保育に直接従事する職員数（認定こども園の職員資格等に関する特例を適用する場合）」において、国基準附則第３項を適用する時間帯（対応職員氏名(番号)欄の表９欄に職員氏名等の記入のある時間帯）を除く全ての時間帯において、特例適用者配置率欄の数が１を３で除して得た数（１÷３＝0.333････）以下となっているか。

　　　是　　・　　　非　　・　　　該当なし

【審査６】国基準附則第４項又は附則第５項を適用する場合の要件の確認

　　　Ｈが、１を３で除して得た数（１÷３＝0.333････）以下となっていれば基準を満たしている

　　　（Ｅ　＋　Ｆ）÷　Ｂ　＝　　　　　･･･Ｈ　　・　　　該当なし

	


	基　　準
	申請の内容
	適否

	満３歳以上の子どもについては、幼稚園と同様に１日に４時間程度利用するもの（以下「短時間利用児」という。）及び保育所と同様に１日に８時間程度利用するもの（以下「長時間利用児」という。）に共通の４時間程度の利用時間について、満３歳以上の子どもで学級を編制するとともに、各学級ごとに当該学級を担任する職員（以下「学級担任」という。）を少なくとも１人以上置かなければならない。

この場合において、１学級の子どもの数は、原則として35人以下とする。
	【申請内容】

　３歳児学級：学級１　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級２　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　　　　　学級３　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級４　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級５　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　計　　　　　　学級（学級担任配置数　　　人）

　４歳児学級：学級１　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級２　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　　　　　学級３　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級４　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級５　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　計　　　　　　学級（学級担任配置数　　　人）

　５歳児学級：学級１　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級２　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　　　　　学級３　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級４　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　学級５　子どもの数　  人（学級担任配置数　　　人）

　　　計　　　　　　学級（学級担任配置数　　　人）

【審査】

　満３歳以上の子どもについて学級を編制しているか　　　　　　　　　　　　　　　　　　是　・　非

　
全ての学級において、１学級の子どもの数は35人以下か　　　　　　　　　　　　　　　　 是　・　非

　
各学級毎に学級担任を１以上配置しているか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是　・　非
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